The search for appropriate media education in the digital broadcasting age by 栃窪 優二 & 亀井 美穂子
椙山女学園大学
デジタル放送時代のメディア教育を探る : 映像制
作指導の現状と課題
著者 栃窪 優二, 亀井 美穂子
雑誌名 椙山女学園大学 文化情報学部紀要
巻 9
号 1
ページ 39-47
発行年 2010
URL http://id.nii.ac.jp/1454/00001604/
1
デジタル放送時代のメディア教育を探る
はじ め に
映像制作指導の現状と課題
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栃窪優二
日本のテレビ・メディアはデジタル放送時代に
突入し、地上波テレビは2011 年7 月にアナログ
放送を停止する。こうしたテレビ放送のデジタル
化か進展するなかでメディア教育の現場、なかで
も映像制作分野では、教育設備のデジタル化か立
ち遅 れて、テレビの制作現場と大学の教育現場と
は大 きな格差が生じている。本学ではいち早くハ
イビジョン制作可能なノ ンリニア編集設備を導入
したが、スタジオ設備のデジタル化か大きな課題
となっている。
こうしたなか本学文化情報学部では3 専攻制が
スタートしたのにともない、2007 年度からメディ
ア情報専攻の学生を対象に、テレビ番組や映像コ
ンテンツの制作を指導する「スタジオ制作」や「マ
ルチメディア演習（栃窪担当）」などの授業を開講
した。これらの授業はメディア棟にあるテレビス
タジオを使って著者（栃窪）が担当しており、今
年度で開講3 年目を迎えた。こうした映像制作関
連科目は、全国的に見ると比較的珍しい科目では
あるが、メディア系学部ではそれなりに開講例は
多い。しかし指導内容は大学の教育設備や教員構
成等によって様々で、そめ狙いや効果はそれほど
明確になっていないのが現状のようである。
3 専攻制に移行してから、メディア情報専攻の
学生のなかには、こうし た専門科目を履修したあ
と、卒業研究で本格的なドキュメンタリー作品や
亀井美穂子
情報番組を制作するケースが増えている。テレビ
などマスコ/ミ関連の仕事をめざして就職活動をし
てレ 実際に映像プロダクションやCATV 局に就
職した学生もいるレ
そこで本稿では、スタート3 年目を迎えた本学
における映像制作指導について、「スタジオ制作」
と「マルチメディア演習（栃窪担当）」の授業をモ
デルに、実際の指導状況や受講生アンケートをも
とに報告し、独自開発したカメラ撮影とノンリニ
ア編集を指導する教材ビデオの活用 も含めた教育
の現状を総括した。そしてこうした本学の現状を
踏まえて、デジタル放送時代における映像制作を
中心と七たメディア教育の課題や将来像について
展望を試みた。
2 。テレビスタジオにおける映像
二　制作指導　　　　 ニ
メディア棟にあるテレビスタジオ（スタジオフ
ロア＋副調整室）を使った授業は「スタジオ制作」
と「基礎演習B 」が開講されている。「スタジオ制
作」はスタジオ番組制作の基本を指導する授業で、
前期1 クラス、後期2 クラスの合計3 クラス開講
している。1 クラスの定員は26 人、対象はメディ
ア情報専攻の2 年生以上で、選択科目であるが今
年度は対象学生の約9 割が履修している（写真
1 ・写真2 ）。　　ノ　　 犬　 し
「基礎演習B 」はメディア情報専攻の2 年生を
4 グループに分けてオムニバス形式で行っている
必修科 目で、スタジオでの授業3 回でVTR を
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使ったスタジオ番組を制作する。ここでは入門
コ←スとして開講している「スタジオ制作」につ
いて報告する。
写真1 「スタジオ制作」授業（スタジオフロアー）
写真2 「スタジオ制作」授業（副調整室卜
「スタジオ制作」の狙いは、テレビのスタジオ番
組を制作するための基本を学ぶことである。カメ
ラマン、音声・ミキサー、スィッチャー、ディレ
クター、アナウンサー、出演者など全てのポジショ
ンを学生がロ ーテーションで体験する内容であ
る。授業内容は表1 の通りである。
授業では最初にスタジオ設備の使い方や制作ス
タッフの役割を指導したあと、受講生を2 つのグ
ループに分けて、グループ(12 ～13 人) ごとに出
演者からディレクター、技術スタッフまで全ポジ
ションを学生が担当して実際に番組を制作する形
で進めている。
どのような番組を制作するかという企画や、担
当ポジションも学生たちがグループ内で決めて、
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番組制作に取り組んでいる。その上で、番組制作
終了後に教員がポイント指導を実施して、学生自
身が疑問に感じたり、迷ったりしたことを効果的
にアドバイスしている。通常の講義とは異なり、
演習的な要素を多く取り入れたユニークな授業で
ある。　　　　　　　十　　　　　　ノ
表1　「スタジオ制作」授業のシラバス
1 回目 ガイダンス、スタジオ設備の概要
2 回目 技術スタッフの役割、基本操作
3 回目 番組制作体験、ポイント指導
4 回目 演習番組①企画、スタッフ決定
5 回目 演習番組①1ナハーサル
6 回目 演習番組①本番収録・反省会
7 回目 ポイント指導、演習番組②企画
8 回目 演習番組②リハーサル
9 回目 演習番組②本番収録・反省会
10回目 ポイント指導、課題番組の企画
11回目 課題番組①リハーサル
12回目 課題番組②本番収録・反省会
13回目 課題番組②リハーサル
14回目 課題番組②本番収録・反省会
15回目 まとめ・リポート提出
授業め最終回では、受講者を対象にアンケート
調査を実施している。 08年度後期と09 年度前期
の計3 クラスの結果（有効回答64 人）を見ると、
Ql 「授業を履修した理由は？」（複数回答可）で
は、「テレビに関心や興味がある」は47 人、「映像
作品を制作したいから」は41 人、「マスコミ（テ
レビ）関係に就職したいから」は34 人という順で
回答が多 かった。　　　　　　　　◇
Q2 「この授業を履修して良かったか？ニ」では。
「良かった∠は63 人、「まあ良かった」は1 人。
「どちらとも言えない」「あまり良くなかった」「良
くなかった」はO 人で、ほとんどの学生が履修し
て良かったと受け止めている。
また03 「授業内容に満足したか ？」では、「満
足した」は62 人、「まあ満足した」は2 人、「どち
らとも言えない」「あまり満足していない」「満足
していない」はO 人という結果であった。　　十
「スタジオ制作」は実際にスタジオで番組制作
演習が課せられる授業である。このため興味のな
い、やる気のない学生にとっては、講義科目と比
べると面倒で負担が多い授業だ。しかし学生アン
ケートから分析すると、メディア情報専攻の学生
は、それなりにテレビ・メディアに関心を持って
いて、こうした授業が開講されていることや授業
内容を高く評価をしていることが浮き彫りとなっ
た。このことは09 年度アンケートの自由記述欄
に「スタジオがあるので文化情報学部に入学した」
「この授業を受けたくて椙山に入学した」と書い
ている学生が何人かいたことからも裏付けられ
る。　　　　　　　十
一方、教員の視点で評価すると、「スタジオ番組
制作の基本を学ぶ」という授業の狙いは、十分に
達成されていると思う。学生たちは短時間の授業
でテレビ番組の制作を楽しく学んでいて、学習の
到達度は一定レベルに達している。こうした授業
を開講するにはスタジオ設備が必要であるが、メ
ディア棟 にある3  CAM 対応のスタジオは教育上
必要な最低限の設備は備えられている。テレビ局
で番組制作経験がある教員が、テレビ局と同じよ
うなスタジオ環境で学生を指導しているメリット
は大きい。また既存の教育設備を最大限に活用し
て、大学として特色を出せる授業を実践している
点でも評価できると考えられる。ただしこうした
指導をしたからと言って、テレビ番組を自由自在
に制作できるようになIる訳ではない。映像制作の
主流は野外ロケ・VTR 編集による番組制作なの
で、あくまでも入門コースと捉える必要がある。
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3 。ハイビジョン番組の制作指導
「スタジオ制作」を履修した学生のなかで、さら
に映像制作を勉強したいという学生を対象に
づ
「マ
ルチメデイア演習（栃窪担当）」という演習科目で
ハイビジョン映像によるVTR 番組制作を指導し
ている（写真3 ・写真4 ）。
この科目は3 年前期の開講で1 クラスの定員は
15 人、スタジオの映像編集室を使って指導してい
る。今年度は2 クラス、合計27 人が受講した。
授業はコンピューターを使ったノンリニア編集
（映像編 集ソフト：カ ノープ スEDIUS.Pro5/
EDIUS Pro 4 ）の使い方を中心にゼミ形式で進め
ている。受講生3 人が1 グループとなってミニ番
組（2 分～3 分）の制作を課題にしている。番組
の企画、野外ロケ、編集、音声処理、字幕スーパー
写真3 「マ ルチ メデ ィア 演習」 野外 ロ ケ
写真4 「マ ルチ メデ ィア 演習」 ノンリ ニア 編集
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処理などをテレビ局と同じような制作手法で行な
うことを基本に指導している。
｜この演習では、最初の授業3 回で長さ1 分の短
い練習用リポートを受講者全員がリポートし、そ
の映像を自分で編集して制作することを第1 の課
題としている。これにより野外ロケによるVTR
番組制作の流れとノンリニア編集の基本的な使い
方をマスターする。そのあとグループごとに課題
作品を企画し、実際に野外ロケをして、ノンリニ
ア編集で映像編集・仕上げをして、ハイビジョン
作品を制作する。授業内容は表2 の通りである。
表2 「マルチメディア演習」シラバス
1 回目 ガイダンス、番組制作の流れ
2 回目 練習用リポートの撮影・映像編集
3 回目 練習用リポートの音声・字幕処理
4 回目 課題作品の企画、グループ分け
5 回目 撮影台本の作成、取材打合せ
6 回目 取材・撮影、リハーサル
7 回目 取材・撮影、本番
8 回目 ノンリニア編集・映像編集
9 回目 ノンリニア編集・映像編集
10回目 完成台本の作成、ナレーション収録
11回目 ノンリニア編集・音声処理
12回目 ノンリニア編集・字幕スーパー処理
13回目 作品の仕上げ
14回目 コンテンツの分析と評価
15回目 まとめ・発表会、リポート提出
この演習科目は課題作品に条件を付けているこ
とが特徴である。大学（学部）の公式ウェブサイ
ト等で公開することを前提に作品を企画・制作す
ることを求めている。このためテーマは単なる興
味や思いつきだけではなく、公開サイトの趣旨に
沿った内容を企画することが必要になる。またイ
ンターネットで作品を公開する以上、ある程度の
クォリティが求められる。そのため「良い作品」
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を制作するにはどのようなこ とが必要なのか ？
という視点で教員は徹底した指導を進めている6
完成度の低い作品は公開し ないことにしてい る
が、こ れまで公開できなかった作品はなく、今年
度は大学の文化情報学部サイト1）で4 本、中部電
力 「デザインの間」ザイト ンで5 本の映像作品を
公開して頂いた。
授業の最後で受講生を対象にしたアンケート調
査を実施している。 09年度アンケート（有効回答
27 人）の01 「野外ロケによる映像制作の流れは
理解できたか？」では、「理解できた」は18 人。
「ほぼ理解できた」は8 人、「理解できていない」
は1 人で、ほぼ全員が理解できたようだ。02 「ノ
ンリニア編集の基本操作は理解できたか ？」では。
「理解できた」は3 人、「ほぼ理解できた」は23
人、「あまり理解できていない」は1 人という結果
であった。Q3 「完成 した課題作 品の自己評価
は？」では、「大変満足している」は16 人、「満足
している」は11 人、「普通」「やや不満」「不満」
はO 人であった。また04 「授業の内容や進め方
はどうでしたか ？」では、「大変満足している」は
20 人、「満足している」は7 人、ブ 普通」「やや不
満」「不満」はO 人だった。
野外ロケによるハイビジョン作品制作は、企画、
撮影、リポート、ノンリニア編集など広範囲なス
キルが求められるよこうした専門性や経験が求め
られる内容 を授業15 回で指導するのは極めて難
しいことである。七かしながら学生からは授業に
対し高い評価 を得られているごとが確認3）でき
た。
教員の視点で評価すると、当初は初心者が週1
回の演習科目でインターネット公開するレベルの
映像作品を制作するのは難しいと想定し ていた。
しかし実際に指導してみると、企画、撮影、編集、
音声処理、字幕スーパーの各プロセスで教員が的
確に指導すれば、ある程度のクォリティは維持で
きることがわかうた。具体的には各作業ポイント
で授業が終わった後、次の授業までの間に台本の
添削、映像編集の手直し、音声・字幕等の修正等
を教員が行うことが必要になる。こう七 た指導は
教員にとってテレビ制作現場のデスク・編集長と
同等の技量が求められる。教員の負担は極めて大
きい。今後、受講希望者が増加した場合は、教員
スタッフ等の新たな対応が必要になると考えられ
る。大学における映像制作指導で重要なのは、こ
の演習科目の開講により学生が卒業研究で本格的
なドキュメンタリー番組などの制作に挑戦するこ
とが可能になったことである。I
4 。カメラ撮影の指導
「マルチメディア演習」や「卒業研究」で映像制
作に取り組む場合、カメラ撮影が的確に出来るか、
という点が重要なポイント になってくる。企画・
構成が良くても、編集が上手くできても、カメラ
撮影がダメならば、良い作品は制作できない。し
かしながら文化情報学部は、カメラマンの養成を
目的にしている訳ではないので、カメラ撮影を専
門に指導する科目は開講されていない。このため
初心者向のカメラ撮影の方法を指導する簡単な教
材が必要だと判断して、独白に教材ビデオ「カメ
ラ撮影と野外ロケ」を開発・制作して学生の指導
に活用している。（写真5 ・写真6 ）
写真5　 教材ビデオ「カメラ撮影と野外ロケ」冒頭
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写真6　 教材ビデオ「カメラ撮影・と野外ロケ」本編
教材ビデオ4）は全体の長さが28 分、全体を12
の章に分けて、指導項目ごとに学生が必要に応じ
て自己学習できるように構成した。その内容は表
3 の通りである。
表3　撮影教材ビデオの構成（28分）
①はじめに　　　　　　1分50秒
②カメラの性能を確認　1分40秒
③カメラ撮影の基本　　2分20秒
④ショットサイズ　　　2分40秒
⑤カメラワーク　　　　3分00秒
⑥カメラアングル　　　2分00秒
⑦人とカメラの距離　　2分10秒
⑧野外ロヶの基本　　　2分50秒
⑨編集を意識した撮影　2分30秒
⑩出演者が複数の場合　2 分45秒
⑥効果的な手持ち撮影　2分00秒
⑩まとめ　　　　　　　1分55秒
この教材ビデオは「マルチメデイア演習」の最
初の授業で受講生に紹介し、学内のe ラーニング
システムWeb Class で学生が自由に見られるよ
引こしている。カメラ撮影は高度のテクニックが
求められるので、専門教育を受けていない学生が
実際に使える映像を撮影できるようになるのは、
かなり難しいことである。したがって、この教材
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ビデオは、カメラ撮影を学ぶスタートラインに立
てる段階まで学生を導くことを現実的な目標と七
ている。実際の指導状況を見ても、学生にカメラ
撮影に必要な最低限の指導をすることは重要で、
この撮影教材ビデオの役割は大きいと考えられ
る6 この教材ビデオは科学研究費補助金による研
究成果（代表研究者　栃窪優二、分担研究者　亀
井美穂子）の一部である。
5 。ノンリニア編集の指導
野外ロケによるVTR 番組を制作する場合、コ
ンピューターで映像を編集するノンリニア編集シ
ステムを使うことが前提となる。現在、スタジオ
の映像編集室にはハイビジョン対応のノンリニア
編集システム・カノ ープス（EDIUS Pro 5 と
EDIUS Pro 4 ）が合計12 式ある。この編集シス
テムは日本のテレビ局で最も採用例が多いソフト
ウエアを使っている。こうした最新のプロ用ノン
リニア編集を12 式も使って、学生に映像制作を
アクチ ャルに指導している大学は全国でも珍し
い。したがって本学の場合、スタジオ設備はデジ
タル化という大きな課題を抱えているものの、次
世代の映像制作ツール・ノンリニア編集を使った
映像制作指導については、このクラスの大学・学
部としては全国に誇れる教育環境を整えていると
いえる。
このノンリニア編集は、設備導入費用が安く、
編集機能は優れているが、使い方が難しいという
難点がある。そこでノンリニア編集の使い方をわ
かりやすく指導する教材ビデオ5）を独自に開発し
た。（写真7 ・写真8 ）
教材ビデオは全体の長さは27 分ほどで、全体
を15 の章にわけてあ。り、その指導内容は表4 の
通りである。この編集教材ビデオも学内e ラーニ
ングシステムWeb Class で学生が自由に見られ
るようにしているノ
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写真7　 ノ ンリ ニア 編集 の教材 ビデ オ　 冒頭
写真8　 ノン リニ ア 編集の 教材 ビ デ オ　本 編
表4　 ノン リニ ア 編集教 材ビ デ オ構成(27 分)
①オープニング　　　　　　　　　　47秒
②ノンリニア編集の特徴　　　　　　56秒
③編集の流れ　　　　　　　　　2分09秒
④編集ソフトの起動　　　　　　」.分50秒
⑤撮影素材のキャプチャ　　　　1分34秒
⑥編集作業の開始　　　　　　　2分03秒
⑦タイムライン編集　　　　　　2分09秒
⑧映像・音声の挿入　　　　　　2分30秒
⑨映像効果の設定　　　　　　　1分34秒
⑩音声レベルの調整　　　　　　1分14秒
⑥字幕スーパーの挿入　　　　　1分41秒
⑩完成作品をテープに録画　　　3分32秒
⑩ブロック編集　　　　　　　　1分21秒
⑩マルチカム編集　　　　　　　　　40秒
⑩まとめ・エンディング　　　　　　52秒
この教材ビデオも「マルチメデイア演習」授業
の冒頭で撮影教材と一緒に受講生に紹介してい
る。受講生が事前に予習してから、実際の編集作
業に臨むと、その学習効果は大きい。また制作の
途中でノンリニア編集の使い方がわからない場合
に、教材ビデオを見て自己学習することも可能で
ある。
6 。情報通信技術活用の映像制作
指導 … …
映像制作指導を実践する際に見逃せないのは、
最新の情報通信技術を積極的に活用すると教育内
容の充実を図れることである。これまで報告した
撮影と編集の教材ビデオは、学内Web Class で学
生が自由に自己学習できる環境を整えたことで6）
大きな教育効果が得られている。（写真9 ・写真
10）
今年度はWeb Class 「栃窪・卒業研究コース」
で本学オリジナルの教材ビデオのほかに、前年度
までに学生が制作した映像作品をサンプルとして
見られるようにした。これにより学生が同じ長さ
の、同じようなジャンルの作品を企画する場合に
参考映像として容易に活用できるようになった。
写 真9　Web Class ・ 教 材ビ デ オ視聴 画面
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写 真10　Web Class ・ 受講 生 の学 習履 歴画 面
情報通信技術・コンピューターを使ったノンリ
ニア編集では、従来のテープ編集に比べて、編集
箇所の修正や追加が極めて簡単にできるというメ
リットがある、したがって荒編集を本編集に修正
する際に、撮影カットの選択や処理に迷ったとき
は、とりあえず暫定の処理をして、あとで全体像
が明らかになってから再度修正するなど、これま
での映像制作の常識を覆す手法で制作することが
出来るようになったノ　　　　　　上
またノンリニア編集の最新機能には、初心者が
活用すると制作作業に極めて効果的なものが多
い。その代表的な機能はブロック編集である。カ
ノープスED.IUS の場合は、長い作品を編集する
際はシーンごとにブロック編集して、そ れを統合
して完成版にする「マルチシーケンス機能」を備
えている。これは初心者の編集作業では大変便利
で、編集作業の効率化や修正作業の安全性で優れ
た機能である。こうした最新技術を活用すること
で、映像制作の手法や流れがより効率的になり、
初心者でも優れた作品を容易に制作できる環境を
整えることが可能となっている。　　　　＼　 犬
一方、映像作品の活用という点でも大きな変化
が出ている。これまではテレビで放送し、テレビ
モニターで作品を見せることが、映像作品の一般
的な活用方法であった。ところが最近はインター
栃窪優二・亀井美穂子／デジタル放送時代のメディア教育を探る
ネッ斗 で映像公開することが容易になり、映像作
品の発表の場として積極的に利用されるように
なってきた。企業や行政などのウェブサイトでは
宣伝や広報のためにCM 映像や広報映像を公開
するサイトが急速に増えている。テレビ番組も全
てではないが、放送後にインターネットで見るこ
とが可能なケースが増えている。こうしたことか
ら大学などでもインターネット上で他のメデイア
と競合しながら制作作品を公開し、コンテンツ制
作を競うこ とが出来る環境が整ってきたと思う。
映像コンテンツの評価は視聴者が行うもので、テ
レビ局が作ろうが、学生が制作しょうが、優れた
作品は正しく評価されるようになってきた。大学
で学生がテレビ局や映像プロダクションと同等の
優れた作品を制作して、それを公開することが可
能な時代に変化したこと。これが教育機関で映像
制作指導を実践する上で、今後の重要なポイント
になると考えられる。
7 。今後の課題
本学における映像制作指導の現状を報告してき
たよスタート3 年目の現時点では、限られスタッ
フと予算で取り組んできた教育実践としては一定
の評価ができる内容だと思うよその一方で、急速
に変化するテレビ・メディアのデジタル化に向け
た対応も大きな課題となっている。本学スタジオ
の場合、ここ1 ヤ2 年でハイビジョン対応のノン
リニア編集設備の導入は進んだが、スタジオフロ
アーと副調整室はアナログ放送対応の古い放送設
備のままで、アナログ放送停止の2011 年までに
デジタル化への対応が迫られる。
こうした状況のなかでスタジオ設備のデジタル
化を考える場合、このスタジオを大学教育でどの
ように活用するのか？　という点が重要なポイン
トになるもスタジオ設備は小規模な設備でも導入
費用が5000 万円程度は必要になるので、「費用対
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効果」を考えて過剰投資を回避しなければならな
い。こうした点に配慮して、本学におけるこの3
年間の映像制作指導の現状と課題をもとに、本学
に求められるデジタル対応スタジオ設備の役割を
分析・検討した。その結果、①映像制作指導のな
かで「スタジオ制作」授業は入門コースの指導で
あること、②将来、メデイア情報を専門に学ぶ学
科・学部等が増設された場合でも「スタジオ制作」
授業の内容は「テレビ制作」の入 門コースになる
こと、③映像制作の主軸は「野外ロケ＋ノンリニ
ア編集」によるVTR 作品であること（スタジオ・
編集室にすでにハイビジョン対応ノンリニア編集
システムを導入 済みなので対応可 能）、③VTR
フォーマットは、現行のハイビジョン制作と同じ
HDV が望ましいこと、などが検討ポイン斗 にあ
げられる。
こうしたことを総合的に判断すると、スタジオ
設備は必要最低限の機能を備えた基本機能に限定
したデジタル（ハイビジョン）設備にして、設備
費用を軽減する形で導入することが求められると
考えられる。具体的な基本条件を表5 にまとめ
た。　　　　　　　　　　／
表5　 デ ジ タル対 応 スタ ジ オ設備 の基 本条件
①スタジオ仕様ハイビジョンカメラ3台
②カメラ・フォーカス/ズームデマンド付き
③カメラ・外部ビューフアー付き
①スィッチャーは最低8 人力
⑤映像はHD-SDI 処理
⑥字幕スーパー表示機能（CG）は必要
⑦VTR はHDV2 台、録画・再生で使用
⑧音声ミキサーは更新する（8～12入力）
⑨副調整室モニターはハイビジョン対応
⑩スタジオフロア一に大型モニター3式
⑥照明設備は更新せず
⑩教室・アナブースのカメラは更新せず
⑩学内共聴設備は更新せず
本稿では文化 晴報学部における映像制作指導の
現状と今後の課題を展望してきた。こうした専門
分野の教育では、テレビ局等と同じ様に映像制作
のためのスタジオ関連設備を備えることが必要に
なり、そ れが教育機関にとって大きなネックに
なっている。しかしその一方で情報通信技術の進
歩により、ノンリニア編集やハイビジョンカメラ
などは低価格で高性能な機材が出現してきた。関
連する放送機材も大きな価格破壊が起きている。
また映像制作 を取り巻く環境に目を向けると、
You Tube などの動画サイトの急速な広がりやイ
ンターネットでの動画公開、ネットCM の普及な
ど、10 年前には予想もできなかったほど映像作品
のニーズや制作者の底辺は広がっている。こうし
たなかで制作者は映像作品のなかでメッニセージを
どのような形で伝えるのか、映像コンテンツを制
作するための具体的な手法やノウハウをどのよう
な形 で学生に指導するのか。これからの映像メ
デイアはどのような役割を果 たす必要があるの
か。新しいデジタル放送時代に入った今こそ、教
育機関における映像制作指導の意義と教育の質が
問われていると考 えられる。
本研究は平成19 年度～平成21 年度の椙山女学
園研究費助成金（C）による研究成果の六部であ
る。
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